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通期個別業績の前期実績との差異に関するお知らせ 

 

当社は個別業績予想を開示しておりませんが、2023 年２月期の個別業績につきまして、前年事業年度の実績値と

の対比において、その差異が適時開示の基準に達しましたので、以下のとおりお知らせいたします。 

 

１． 2023 年２月期通期個別業績と前期実績値との差異 （2022 年３月 1 日～2023 年２月 28 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前期実績（Ａ） 1,837 61 79 99 19.13 

当期実績（Ｂ） 2,062 264 253 222  37.92 

増減額（Ｂ）－（Ａ） 224 202 174 122  

増減率（％） 12.2 327.9 220.1 122.2  

 

（個別業績と前期実績値との差異の理由） 

売上高は、ＩＰＯ検討企業や製薬企業などへの包括的なソーシャルリスク対策の提供増加に伴う平均単価の向

上、さらに営業秘密の持ち出し事件等の影響を受けた内部脅威検知サービスの受注増加が寄与しました。 

営業利益は売上高増加、平均単価の向上に加え、継続してきた内製化など提供コスト削減の取り組みが奏功し

ました。 

経常利益は、M＆Aに伴う融資に関連した一時的な支払手数料の影響を受けながらも、上記営業利益の増加

に加え、投資事業組合運用益 16 百万円が発生したため、前期実績を上回りました。 

当期純利益については、投資有価証券評価損 19 百万円、法人税等 60 百万円などの影響を受けながらも、上

記営業利益の増加などで、前期実績を上回りました。 

 

なお、通期連結業績につきましては、本日開示の「2023 年２月期決算短信［日本基準］（連結）」及び「通期連結

業績予想と実績との差異に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

以 上 


